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25.スクボ塚古墳
　 （円墳・直径68m）

N 凡例
数字は古墳の番号
　（報告書による）
緑色は現存する古墳、
橙色は古墳跡を表す

1.風返稲荷山古墳
  （前方後円墳・全長78m）

4.風返浅間山古墳
  （円墳・直径56m）
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3.風返羽黒山古墳
  （円墳・直径35m）

 　

2.風返大日山古墳
  （帆立貝形墳・長径55m）
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27.古八幡塚古墳
　 （円墳・直径35m）
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風返稲荷山古墳の復元図

風返古墳群と風返稲荷山古墳

▲︎風返古墳群マップ

風返稲荷山古墳は、本市の安食地区・宍倉地区、石岡
市の井関地区に分布する「風返古墳群」のうちの１基です。
風返古墳群は、合計 34 基の古墳から構成され、風返大

だいにち

日
山
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古墳や風返浅
せんげんやま

間山古墳など、市指定の貴重な古墳が複
数含まれています。中でも風返稲荷山古墳は、全長 78 ｍ
と古墳群内で最大の規模を誇る前方後円墳です。
すべての古墳の調査が行われていないため、造られた

時期については謎が多いですが、大型の古墳に関しては、
６世紀から７世紀にかけて、風返大日山古墳・風返羽

はぐ ろ

黒
山
やま

古墳→スクボ塚古墳→風返稲荷山古墳→風返浅間山古
墳の順に造られたと考えられています。

後編（2月号）では、出土品が見つかった様子や古墳に埋葬された豪族の実像に迫ります！
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017
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風返稲荷山古墳の発掘調査

出土品が国指定文化財に

発掘調査の様子▶︎

国指定文化財記念特集 
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の
魅力に迫る！

市歴史博物館で所蔵する「風返稲荷山古
墳出土品」が、新たに国指定文化財となり
ました。指定されたのは、古墳から出土し
た武器や馬具などを含む全 53 点です。市の
国指定文化財は、椎名家住宅に続く 2件目
で、考古資料としては初の快挙です。茨城
県内の考古資料では 6件目となり、古墳の
出土品としては、土浦市の武

むしゃづか

者塚古墳、行
方市の三

さんまいづか

昧塚古墳からの出土品に次ぐ 3件
目です。
この特集では、新たな国指定文化財「風
返稲荷山古墳出土品」の魅力を 2カ月にわ
たって紹介します。

旧出島村の安食地区・宍倉地区にまた
がる場所に造られた風返稲荷山古墳が、
昭和 39 年、日本大学考古学会によって
発掘調査されました。調査は、8月の酷
暑の中ほぼ 1カ月にわたって実施され、
数多くの出土品が見つかりました。
その後、出土品は大学で保管されてい
ましたが、平成 12 年には旧霞ヶ浦町が
中心となって整理作業を実施。発掘調査

報告書が刊行されました。そして出土
品は正式に旧霞ヶ浦町へと保管替えさ
れることとなったのです。
報告書の刊行によって風返稲荷山古
墳とその出土品は有名になり、東日本
を代表する古墳時代終末期の前方後円
墳として認識されていきました。
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